
宇宙技術と持続可能な社会実現に向けた取り組み

JAXA 第一宇宙技術部門 衛星利用運用センター

技術領域主幹 村木祐介
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持続可能な社会実現のための宇宙技術：衛星地球観測

宇宙輸送(ロケット) 宇宙科学・探査

衛星通信 衛星測位(GPSなど) 宇宙ゴミ除去・軌道上サービス衛星地球観測
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自己紹介

JAXA 第一宇宙技術部門

衛星利用運用センター

技術領域主幹 村木 祐介

(CONSEO事務局)

JAXA有人部門 国際宇宙ステーション きぼうプロジェクト

アジア開発銀行出向

JAXAミッション企画部・新事業促進部

文部科学省宇宙開発利用課出向

衛星地球観測の将来戦略・新規ミッション企画、産学官連携推進
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衛星地球観測 ＝ 衛星リモートセンシング (衛星リモセン) とは？

反射
放射

放射

反射

放射

大気

人工衛星
（カメラ・
センサ−）

人工衛星で地球の光・電波の反射・放射等を計測



5

衛星地球観測=衛星リモセンによる観測の例

波長

光学リモセン マイクロ波リモセン
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光学観測とSAR観測(マイクロ波観測の1種)

光学画像 合成開口レーダ（SAR）画像

https://sorabatake.jp/279/

詳細にカラーで見れるが
雲のある時や夜は見えない

雲があっても夜でも見える
白黒でデータ処理にノウハウ必要

https://sorabatake.jp/279/


【主なミッション】

①地殻・地盤変動の監視 cmオーダーの地盤変動計測可能

②災害状況把握 浸水域や被災地域を広域把握可能

③国土強靭化への貢献 インフラ老朽化対策、水準測量など

④海洋状況把握への貢献 船舶検知など

⑤地球規模課題への貢献 森林監視など

7

✓ 日本全域について、3m分解能(高分解能モード）で幅200kmの観測が可能（ALOS-2は観測幅50km)

✓ 日本域を最大年20回程度観測可能（ALOS-2は年4回程度）となり、前後比較による変化検出や時系列
解析において、より直近（最短で2週間程度）かつより精度の高い情報を得ることができる。

JAXAのSAR衛星：先進レーダ―衛星「だいち4号」（ALOS-4）

7

2024年7月1日、H3ロケット3号機で打ち上げ。現在、機器のチェックアウト・校正中
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地球衛星観測のデータ提供プロバイダーの多様化 データの量・質とともに増大

⚫従来は、以下の機関による地球観測衛星開発・利用が中心。
➢NASA、ESA(欧州宇宙機関)、JAXAなどの宇宙機関

➢NOAA(アメリカ海洋大気庁)やEUなどの公的利用機関

➢米Maxar Technologies、欧Airbusなどのように安全保障向け事業を中心とした衛星リモセン企業

⚫2010年代より、スタートアップによる、光学及びSARを中心とした
小型地球観測衛星コンステレーションの開発・利用が拡大。

米:Planet labs

Dove(2013～)

光学3U(5kg), 200機弱

3.7m分解能, 24km幅

頻度1回/日以上, 1.5億km2/日

日: Axelspace

Axelglobe(2021～)

光学100kg, 1機→10機

2.5m分解能, 57km幅

頻度1回/1日

ICEYE

フィンランド、2018年～

XバンドSAR, 約120 kg

21機（2022年8月時点）

(C)ICEYE Capella

米国、2018年～

XバンドSAR, 約110 kg

8機（2022年8月時点）

(C)Capella Space QPS研究所

日本、2019年～

XバンドSAR, 約100 kg

2機（2022年8月時点）

Synspective

日本、2021～

XバンドSAR、約100 kg

2機（2022年8月時点）

(C)QPS研究所 (C)Synspective

小型光学コンステレーション 小型SARコンステレーション



衛星地球観測により期待される経済的価値

https://jp.weforum.org/agenda/2024/05/ga6tsuno-nimotarasu/

世界経済フォーラムがデロイトの協力を得て発表したレポートによると、地球データから得られる潜在的な
付加価値の累積は、2023年から2030年にかけて3.8兆ドル(570兆円)に達する可能性がある。
(世界経済フォーラムのWebsiteより)

9
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衛星地球観測の重要性の高まり

気候変動や安全保障環境、社会・経済環境の変化を受け、衛星地球観測の重要性が大きく高まっている

安全保障
経済安保含む

防災・
国土強靭化

気候危機産業・DX

認知領域を含む情報戦
に対処する自立的な観測

海洋ガバナンス・FOIP 日米同盟の深化

経済・食料安全保障 気候安全保障

風水害の激甚化(線状降水帯・ゲリラ豪雨・台風など）

インフラの老朽化南海トラフ対策

センシングの高度化 保険・金融分野での活用

自動化・無人化 DX化の流れ AI活用

再生エネルギー ESG/GXの流れ

カーボンクレジット 気候関連財務情報開示タスクフォース

出典：防衛省ホームページ※1 出典：防衛省ホームページ※2 出典：防衛省ホームページ※3

出典：農研機構ホームページ※4 出典：国交省ホームページ※5

出典：JAXA※6 出典：国交省ホームページ※7 出典：内閣府ホームページ※8

出典：国交省ホームページ※9

出典：国交省ホームページ※10

出典：JAXA※11 出典：JAXA※12

出典：国交省ホームページ※13 出典：illustAC※14 出典：illustAC※15

出典：経産省ホームページ※16
出典：経産省ホームページ※17

出典：環境省ホームページ※18 出典：環境省ホームページ※19
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衛星地球観測の仕組みや利用事例についてわかりやすく知りたい方は？

Youtube動画をご覧ください！



衛星地球観測コンソーシアム(CONSEO)概要
産学官が集まり、日本の衛星地球観測分野における総合的な戦略提言をまとめる
目的
宇宙基本計画(令和2年6月30日 閣議決定)記載の「衛星開発・実証プラットフォームの構築」
に資するため、地球観測衛星の利用者や出資者を含めた産学官が主体となり、社会実装、競争
力の強化に向けた地球観測分野の全体戦略等にかかる提言を検討・策定し、衛星開発・実証及
びデータ利用に関する共創並びに新規参入の促進に取り組むこと。

活動内容
• 産学官による衛星地球観測分野の総合的な議論の促進及び戦略等の提言の策定
• 産学官による衛星開発・実証及びデータ利用に関する共創、並びに非宇宙分野を含むエン
ドユーザ拡大の推進

• 国内外の情報収集及び会員間での共有
• 会員間の交流促進及び人材の育成、並びに活動成果にかかる情報発信
• その他コンソーシアムの目的を達成するために必要な活動

角南篤（笹川平和財団理事長）

北野宏明（ソニーグループ㈱ 執行役 専務 兼CTO）
早坂忠裕（東北大学大学院理学研究科 教授））
中須賀真一（東京大学大学院工学系研究科 教授）

【設立】2022年9月

衛星地球観測の開発利用促進のための産学官連携活動

衛星地球観測の価値を広く社会に発信する。
事務局が支援し定期的、継続的に行う活動。

組織情報

コンソーシアムで議論するテーマについて会員間で幅広い
議論を行う場

【会員数】（2024年10月7日現在）

会員種別

• 法人・団体会員：276法人・団体
国内企業及び研究機関、学会団体、地方公共団体、行政組織

• 有識者会員：42名
国内の大学・研究機関等に雇用される日本人研究者、国内企業
に属する個人又は幹事会が認める個人

• オブザーバー省庁：15団体
省庁など

設立当初 2022年9月 2022年度末 2023年度末

・ 法人団体：107
・ 有識者：13
・ オブザーバー団体：11

・ 法人団体：180
・ 有識者：30
・ オブザーバー団体：14

・ 法人団体：239
・ 有識者：41
・ オブザーバー団体：15

2023年度新たに加入した
59法人団体会員のうち、約70%(41法人団体)が

宇宙産業以外のからの加入
(算出方法：加入申込時に提出した資料上で、主たる事業概要に宇宙関連事業を記載していない企業数にて算出）

データ利用, 

86, 31%

その他, 

49, 18%
製造メーカ, 

51, 18%

研究機関/学会, 

39, 14%

コンサル, 25, 9%

金融, 16, 6%

商社, 10, 4%

不動産, 1 
公共機関, 1 
NPO, 1 

公益財団法人, 2 
建設/ゼネコン, 2 メディア, 4 

通信, 4 

会合, 6 

インフラ, 5 

その他, 7 

自治体, 7 

一般社団

法人, 9 



CONSEOの活動（2023年度）
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勉強会
(グリーン、デジタルツイン、グローバル等)

第4回総会
-グリーン・デジタルの提言
-24年度の活動案提示

2024/TBD

光学・SAR
観測WG

分科会・ワーキンググループ

コミュニティ

衛星地球観測
利用分科会

イベント主催・出展
（CONSEOシンポジウム等）

幹事会

アクティビティ１：衛星地球観測の戦略等の議論のための会議体 

アクティビティ２： CONSEO連携タスクフォース

桝太一アンバサダー企画
“ワクワクスクール/トーク”

動画制作・配信

衛星地球観測の開発利用促進のための産学官連携活動

科学と環境共生
分科会

衛星地球観測の価値を広く社会に発信する。事務局が支援し定期的、継続的に行う活動

アカデミー
検討チーム

マッチング ・・・

会員にOpen

Close

アクティビティ３：アウトリーチ活動

ワクワクコラム ・・・

活動風景

公開シンポジウム 衛星地球観測展示会

分科会の様子 交流会でのクイズ大会 オリジナル動画制作

CONSEO開催会合数：44回
CONSEO開催会合延べ参加者数：3174名以上総計

制作動画数：7本
制作記事数：10記事

登壇イベント数：5イベント
出展イベント数：6イベント（計15日間）

13
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宇宙業界に留まらない様々な分野の企業・組織の参入が拡大
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CONSEOの「提言 衛星地球観測の全体戦略に関する考え方」
【目標】

自然・社会経済などの
将来を見通せる社会

予測しにくい変化を
迅速に見渡せる社会

AIやロボットが周囲を見通し、
自動で活動できる社会

新たな価値を
可視化する社会

衛星地球観測を活用した多様な情報・ソリューションによる
「より良い未来」として、“見通せる社会”の実現を目指す

”Envision the future"

2040年に我が国の衛星地球観測産業２兆円規模を目指す

利用の成果がさらなる官民の投資につながるような
持続的なエコシステムの構築を目指す

【推進戦略】

コンステ事業、データ利用事業などの競
争力強化、特にグローバル市場獲得の
ための取組を強化。

日本が強いニーズや強みを有する分野や国
内外の大きな民需が期待できる分野におい
て、差別化した研究開発・利用拡大の強化
に重点的に取組む。

3600億円規模

2030年

2兆円規模

2040年

政府において、衛星地球観測分野の全体戦略を策定し、
様々な取組を戦略的かつ統合的に推進するための「戦略的な衛星地球観測プログラム」

を立ち上げ、産学官連携に基づき、様々な取組をスピード感を持って推進。

目標達成のためには、直面する課題を解決し、政府主体の取組を着実に推進するだけでなく、
民需の拡大、特にグローバル展開やデジタル・グリーンなどの成長分野との融合が不可欠。

(1) 民間主体の衛星開発利用 (2)産学官連携で創出する新種の事業 (3)政府主体の衛星開発利用

デジタル・グリーン分野と融合した新規事
業などの創出に向けた取組を強化。



衛星地球観測とデジタル分野・グリーン分野との「異分野融合」が不可欠！
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デジタル x 衛星地球観測 マッピング

【各産業分野(*)におけるDX x 衛星地球観測の現状】 (※)総務省 日本標準産業分類による

農業・林業 漁業 鉱業、採石業、砂利採取業 建設業 製造業

電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業 運輸業・郵便業 卸売業・小売業 金融業・保険業

不動産業・物品賃貸業 学術研究、専門・技術
サービス業

教育・学習支援業 宿泊業、飲食サービス業 生活関連サービス業、娯楽業

医療・福祉 複合サービス事業 サービス業
(他に分類されないもの)

公務 分類不能の産業

• 防災DX(予測、被害把握など)
• スマートシティ・国土管理
• 違法行為監視、統計情報把握

• インフラ監視(i異常個所検出、
地盤沈下など)

• 建築・土木進捗監視

• 再エネ発電量予測・管理
• 水力発電所管理
• 電力線・パイプライン監視
• 水道管漏洩監視

• スマート農業(栽培管理、収
量推定、適地選定など)

• スマート林業(森林管理など)

• 土地の評価、変化監視
• 空き地活用

• スマート漁業(漁場探索、定
置網漁業効率化など)

• 採掘活動監視
• 資源評価

• 最適ルート探索
• 海運最適化
• デジタルツイン上での自動運
転のアルゴリズム学習

• 電波塔の設置計画効率化
• 報道等での状況分析

• エンタメ、ゲーム、メタバース等
での衛星データの活用

• リスク分析、支払い把握効率化
災害保険、農業保険など

• 経済指標作成、資産評価など
• 経済動向把握

• 報道
• 広告業での活用(需要把握等)

• 教育での衛星データの活用

【デジタルに関するキーワード x 衛星地球観測の現状】

都市デジタルツイン

• デジタルツイン上での自動運転
のアルゴリズム学習

• 都市活動のシミュレーション

黒字：利用事例のあるもの
赤字：将来の可能性

地球デジタルツイン メタバース IoT AI
• 自動運転のアルゴリズム学習
• ゲーム・映画等での活用

• 気象・気候の将来予測
• 都市デジタルツインと融合した
災害被害予測

• スマート農業・適地選定
• 災害リスク推定
• 温室効果ガス排出把握

• 画像・データ処理へのAI適用
• AIによる自動運転の学習空間
やリアルタイム情報の提供



グリーン × 衛星地球観測 マッピング

経済産業省：グリーン戦略より引用

2021年6月、経済産業省により2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略を策定された。

再エネ系
（洋上風力、太陽光発電）

乗り物効率化系
（自動車、船舶、航空機）

スマート農林水産業

森林・カーボンクレジット スマートシティ CO2吸排出関連 気候変動モデル系

14分野のうち8分野において衛星地球観測データの活用可能性が考えられる。衛星データ活用分野ごとにまとめると下記の通り。

18

https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjyn8Hw0J7-AhX-mFYBHTZGCC4QFnoECA4QAQ&url=https%3A%2F%2Fwww.meti.go.jp%2Fpolicy%2Fenergy_environment%2Fglobal_warming%2Fggs%2Fpdf%2Fgreen_koho_r2.pdf&usg=AOvVaw3UqyET2HWbwEIJYLl4sJIP


日本発の衛星地球観測を活用した各種ソリューションを
どのようにグローバルスタンダードとしていくか？

異分野融合、技術・非技術融合での戦略議論が重要
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Beyond 5G新経営戦略センターの産業連携活動「XG Ignite」での検討事例

肥料や農薬の過剰使用や水資源の枯渇等による世界中の農地の劣化・持続性の課題に対して、

①衛星技術・XG技術、②クレジットなどのファイナンススキーム、③新たな価値観創造プロセス等を組合わせた

日本発の新しいグローバルスタンダード・ビジネスモデルを創出できないか異分野融合で検討中。
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